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3．乳児の栄養法と血中ヘモグロビン濃度に関する縦断的研究

　　　　　　　　　　　一乳幼児保健のあり方一

母子保健研究部堤ちはる・加藤忠明・高野陽
　　　　　三橋扶佐子（日本歯科大学共同利用研究所）

要約：沖縄県離島の乳幼児健康診査（健診）結果から、乳児の栄養法と血中ヘモグロビン（Hb）濃度の関連を分析し、

その結果を保健指導、栄養指導に役立てることを目的に本研究を実施した。対象は、低出生体重児、巨大児、ならびに

早産児を除いた乳幼児200名（男児101名、女児99名）である。

身体発育値を、乳汁栄養法別に全国平均値と縦断的に比較した結果、母乳栄養の女子の身長、体重は3パーセンタイ

ル以下の者が、混合栄養、人工栄養の者に比べてやや多い傾向がみられた。しかし、男子は乳汁栄養法による差はなく、

3～97パーセンタイルを外れる者もほとんどみられなかった。Hb値と体重・身長計測値の間に相関関係はみられなか

った。乳児健診1回目の男子は女子に比べ母乳栄養の割合が有意に少なかった。乳児健診2回目の男子のHb値は母乳

栄養、ならびに第2子以降において有意に低かったことから、母乳栄養の男子、中でも第2子以降の男子の母親には、

乳児健診1回目から、鉄を効果的に補給できるような離乳食指導をすることがHb値の改善に望ましいと考えられる。

離乳開始が7か月以降の男子の恥値は低い傾向にあったことから、離乳開始は少なくとも6ヵ月までに行うことが、

H：b低値を招来しないために重要である。

見出し語：乳汁栄養法、ヘモグロビン値、体重・身長発育曲線、離乳開始
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1．目的

乳幼児健康診査（健診）は全国の市町村において実施

されているが、健診結果にあらわれる発育・発達の指標

を継続的、かつ経年的に解析し、それらを栄養指導に生

かした研究は少ない。沖縄県離島の乳幼児は、年2回の健

診が6歳まで継続され、住民の移動も比較的少なく、また、

全国の他地域ではほとんど実施していない血中ヘモグロ

ビン（Hb）値の測定を行っている1）。

そこで、本研究は沖縄県離島の乳幼児健診結果の中で、

乳児の栄養法と血中Hb値の関連を縦断的に分析し、その

結果を保健指導、栄養指導に役立てることを目的に実施

した。

”．対象

沖縄県竹富町の乳幼児健診は竹富島、黒島、小浜島、

西表島西部、西表島東部、波照間島の6地域に分けて実

施されている。それらの地域で、乳幼児健診を受診し、

その結果が健康診査受診票に記載された児のうち、

2500g未満の低出生体重児と4000g以上の巨大児、なら

びに37週未満の早産児を除いた200名（男児101名、

女児99名）を対象とした。対象は1996年4月～2002

年9月に出生した児であった。

”1．方法

乳児一一般健診1回目受診票（155±57日齢、139名）、

乳児一般健診2回目受診票（295±58日齢、108名）、1

歳6か月児健診受診票（616±71日齢、119名）、3歳児

健診受診票（1326±119日齢、76名）の記載事項の中

から、出生時とその後の身体計測値、血中Hb値、栄養

法等の分析を行った。なお、身体計測値は、上記4回の

健診以外に計測が行われた場合もこれに加えた。血中

Hb濃度は指頭血によるシアンメト：Hb法により、エル

マ販売株式会社Hb－350を用いて（社）沖縄県小児保

健協会の検査技師が測定した結果を用いた。乳汁栄養法

別、ならびに出生順位別に分類を行い、各群間の比較を

行った。

調査時期は2002年11月であった。

統計的解析にはSPSSVbL10．0を使用した。有意差検

定は娯検定、KruskalWi独検定、Mam－WhitneyU

検定を行った。

lV．結果

1．体重・身長発育曲線

6地域の乳幼児の体重・身長計測値を比較したところ、

地域差は観察されなかった。そこで、全地域をまとめ、

乳汁栄養法別に分類した継続データによる体重・身長発

育曲線を図1、2に示す。図中の太線は、全国調査2）の

3パーセンタイル曲線と97パーセンタイル曲線を示し

たものである。男子の体重・身長発育曲線は乳汁栄養法

による差はみられず、また、3～97パーセンタイルを外

れる者もほとんどみられなかった。一方、母乳栄養の女

子においては、体重、身長が3パーセンタイル以下の者

が、混合栄養、人工栄養の者に比べてやや多い傾向が見

られた。Hb値と体重・身長計測値の間に相関関係はみ

られなかった。

2．乳汁栄養法、ならびに出射頂位とHb値の関連

乳汁栄養法に出生順位差はみられなかった。しかし、

乳児健診1回目の男子は女子に比べ、母乳栄養の割合が

有意に少なかった。乳児健診2回目にはこの男女差はみ

られなくなった（表1）。

沖縄県予防医学協会3）が1984年に報告した性別、年

齢別Hb平均値は、0歳男子11．8±0．991dl、女子11．4±

09g／d1であり、本研究結果とほぼ同様の値であった。

乳汁栄養法別の珊値は乳児健診2回目の母乳栄養

の男子において、混合栄養と人工栄養よりも有意に低か

った（表2）。出生順位別のHb値は乳児健診2回目の第

2子以降の男子において第1子より有意に低かった（表

3〉。なお、1歳6か月児健康診査受診票、ならびに3歳

児健康診査受診票に記載された価値は、沖縄県予防医

学協会の珊検査判定基準値3）の正常域（10．5～

14．9g／d1）に全員入っていたため、調査対象から除外し

た。

3．離乳開始時期とHb値の関連

乳児健診1回目は離乳を開始していた者は全体の約

40％であった。一方、乳児健診2回目は全員力灘乳を開

始していたため、離乳開始時期についての検討は乳児健
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診2回目の結果を用いた。離乳開始時期は全国平均値の

5．1か月ψとほぼ同様であり、乳汁栄養法による差もみ

られなかった（表4）。出生順位別に離乳開始時期を比較

したところ、第2子がやや遅い傾向がみられた（表5）。

離乳食を7か月以降に開始した男子のHb値は低い傾向

であった。一方、女子においては離乳開始時期とHb値

の間に相関関係はみられなかった（表6）。

V．考察

本研究は沖縄県離島の乳幼児健診結果を保健指導、栄

養指導に役立てることを目的に、乳児の栄養法と血中Hb

値の関連を縦断的に分析したものである。

1974年に先島乳幼児健康診査が開始された当初、沖縄

県離島の乳幼児身体発育状態は、必ずしも良好な状態に

あるとはいえなかった。即ち出生体重、ならびに乳児期

初期の状態は有意に小さいわけではないにもかかわら

ず、離乳が開始されてからの身体発育値が全国平均を下

回るものが多く、幼児期にはそれが顕著になる傾向であ

った。

しかし、先島乳幼児健康診査開始8年後の1982年には、

体格は必ずしも大きい者ばかりになったわけではない

が、離乳を初めとした栄養教育の成果、ならびに保健に

関する認識の向上により、沖縄の乳幼児として発育状態

の改善がもたらされたことが高野5）により報告されてい

る。その後の研究6・7・8）においても、全国平均値と比較

すると本地域はやや小さい傾向はみられるが、特に発育

状況に問題のあるという報告はない。これらの先行研究

結果は横断的データに基づいたものである．

そこで、本研究においては個別性を重視した体重・身

長の正しい発育評価のために、対象者を縦断的に追った

継続データに基づき発育曲線を描いた。その結果、母乳

栄養の女子の身長、体重は3パーセンタイル以下の者が、

混合栄養、人工栄養の者よりやや多い傾向がみられたも

のの、男子は乳汁栄養法による差はなく、3～97パーセ

ンタイルを外れる者もほとんどみられなかった。また、

本研究において、Hbの低値を示した者はごく少数であ

り、身体発育値とHb値の間には相関関係は見られなかっ

た。また、1歳6か月児健診時、ならびに3歳児健診時に

おいてはHbの低値の者はみられなかった。

以上の結果から、本地域においては半年毎の乳幼児健

診時はもとより、育児教室開催時などにおける保健師、

栄養士による保健指導、栄養指導により、高野の報告5）

以降も乳幼児の保護者の健康に関する意識全般の向上が

図られていることが推察される。

乳児健診1回目の男子の母乳栄養は女子と比較すると

有意に少なく、この結果は加藤ら9）の報告と同様であっ

た。これは男子は女子に比べ、体格がこの時点ですでに

大きく、栄養要求量も多いために母乳栄養のみでは必要

量に足りず、人工乳で不足分を補なうことから、母乳栄

養率が有意に低いのではないかと荊擦される。

母乳栄養児は鉄の摂取量が比較的少なく10）貧血が多

い11・12）との報告はあるが、本研究結果においても乳児

健診2回目の母乳栄養の男子において、｝lb値は有意に

低かった。また第2子以降の男子の恥値も有意に低か

った。そこで、母乳栄養の男子、その中でも第2子以降

が男子の母親に対しては、鉄を効果的に補給できる離乳

食指導を乳児健診1回目から実施することが、Hb値の

改善に望ましいと考えられる。

男子の第2子以降のHb値は第］1子より有意に低値で

あり、離乳開始時期は、第2子は第1子よりやや遅い傾

向がみられた。また、離乳開始が7か月以降の男子にお

いてはHb値が低い傾向にあった。これらの結果を考え

合わせると、離乳は遅くとも6か月までに開始すること

が望ましい。特にHbが低値になりやすい母乳栄養の男

子で、第2子以降の者は離乳開始が遅れないように、栄

養指導をすることが必要である。

M．結論

沖縄県離島の乳幼児健診において得られた身体発育値

を、乳汁栄養法別に全国平均値と縦断的に比較した。そ

の結果、母乳栄養の女子の身長、体重は3パーセンタイ

ルを下回るものが、混合栄養、人工栄養の者に比べてや

や多い傾向がみられたが、その他は全国平均の発育曲線

とほぼ同様であった。乳児健診1回目の男子は女子に比

べて母乳栄養の割合が有意に少なプ）、った。母乳栄養の男

子、中でも第2子以降が男子の母親には、乳児健診1回

目から、鉄を効果的に補給できるような離乳食指導の実

施が望ましい。また、離乳開始は少なくとも6ヵ月まで

に行うことが、Hb低値を招来しないために重要である。
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加藤他：3．乳児の栄養法と血中ヘモグロビン濃度に関する縦断的研究　一乳幼児保健のあり方一

表1出生順位別乳汁栄養法

出生順位
男子 女子

乳児健診1回目 乳児健診2回目 乳児健診1回目 乳児健診2回目
母乳 コヨム

’比口 人工乳 合計 母乳 混合　人工乳 合計 母乳 混合　人工乳 合計 母乳 麗ヨム
’比口 人工乳 合計

第1子
n 13 13 9 35 11 7　　　　11 29 14 5　　　　5 24 9 1 7 17

％ 37．1 37．1 25．7 100．0 37．9 24．1　　37．9 100．0 58．3 20．8　　20．8 100．0 52．9 5．9 41．2 100．0

第2子 n 13 13 10 36 12 4　　　　8 24 25 7　　　14 46 9 5 16 30

以降 ％ 36．1 36．1 27．8 100．0 50．0 16．7　　33．3 100．0 54．3 15．2　　30．4 100．0 30．0 16．7 53．3 100．0

合計 n 26準a 26　寧a 19　率a 71 23 11　　　19 53 39 12　　　19 70 18 6 23 47

％ 36．6 36．6 26．8 100．0 43．4 20．8　　35．8 1000 557 171　　27，1 100．0 38．3 12．8 48．9 100．0
率

　：p〈0，05 a男子乳児健診1回目vs女子乳児健診1回目

　　表2乳汁栄養法別ヘモグロビン値

乳汁
補給法

ヘモクロビン値（g／dl）

男子 女子

乳児健診1回目 乳児健診2回目 乳児健診1回目 乳児健診2回目
n　　　Mean　　　SD n　　　Mean　　　SD n　　Mean　　SD n　　Mean　　SD

母乳

混合

人工乳

27　　11．3　　　0．9
25　　　11．6　　　0．9

19　　11．9　　　1．0

23　　　　10．9　　　0．8

11　　　12．0率a　o．8

19　　　11。9寧廓b　o、9

39　　11．5　　0．9

12　　11．5　　　1．0

19　　11．8　　1．0

18　11．4　　　0．8

6　11．9　　　1．0

23　11．8　　0．7
零
：
P

く0．05
寧率

　：p〈0．01 a母乳vs混合　　　　b母乳vs人工乳

　表3出生順位別ヘモグロビン値

出生順位

ヘモクロビン値（g／dl）

男子 女子

乳児健診1回目 乳児健診2回目 乳児健診1回目 乳児健診2回目
n Mean SD n　　　Mean SD n Mean SD n Mean SD

第1子
第2子
以降

35

36

11．7

11．5

0．9

0．9

30　　　11．8

26　　　11．1事c

1．0

1．2

24

46

11．6

11．6

1．0

0．9

1フ

35

11．5

11．7

0．9

0．7

申
：
P く0．05　　c第1子vs第2子以降

　　　表4乳汁栄養法別離乳開始時期
離乳開始時期（乳児健診2回目）（月）

乳汁
男子 女子

補給法
n Mean SD n　　　　　Mean SD

母乳

3巳ム’此口

人工乳

22

11

19

5．0

5．1

5．1

1．1

0．7

1．0

17　　　　　　5．1

6　　　　　　4．8

23　　　　　　5．0

0．7

1．2

1．0

表5出生順位別離乳開始時期

出生

順位

離乳開始　期（乳児健診2回目）（月）

男子 女子

n　　Mean　　SD n　　Mean　SD
第1子
第2子
以降

29　　5．0　　　1．1

26　　5．2　　　0．9

17　　4．8　　0．7

34　　5，1　　0．9

表6離乳開始時期別ヘモグロビン値
ヘモグロビン値（乳児健診2回目）（g／dl）

離乳
男子 女子

開始時期
n Mean　　　SD n　　　　　Mean SD

3ケ月
4ケ月
5ケ月
6ケ月
7ケ月
8ケ月

2
1
1
2
8
1
0
2
2

11．1　　　0．4

11．8　　　　0．8

11．5　　　　1。2

11．5　　　　1．2

10．5　　　　1，3

10．3　　　　1．9

1　　　　　11，5

12　　　　　　11．6

28　　　　　　11．7

7　　　　　　11．8

3　　　　　11．3

0．5

0．9

0．5

0．3
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